
資料 ５

森林資源循環利用構想策定演習
図面・演習計算シートの説明

２０１２年１０月９日
准フォレスタ 研修 近畿中国ブロック准フォレスター研修 近畿中国ブロック



森林資源循環利用構想策定演習 蓄積区分図の説明

小班の立木材積（蓄積/ha）小班の立木材積（蓄積/ha）
301m3/ha以上
201m3/ha～300m3/ha
200m3/ha以下

白地は間伐計画対象外等高線間隔は１０ｍ
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森林資源循環利用構想策定演習 傾斜区分図の説明

傾斜区分
中（１５度～３０度）

傾斜区分
急（３０度以上）

全体的に林地傾斜は１５度以上
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間伐計画の区域の説明

間伐計画の概要
班数・小班数：１０２

・間伐面積：４３１ha
・間伐計画箇所の資源量

立木材積 １２７千 3立木材積：１２７千m3
・間伐率：３０％
・間伐材積：３８千m3
歩留まり ７０％・歩留まり：７０％

・丸太材積：２７千m3
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林業専用道作設計画シートの説明

路線毎に傾斜区分に応じて、年毎の新設延長距離を入力

新設する林業専用道の
路線番号を入力

林業専用道作設延長と事業費が自動的に算出される 5



１０年間の間伐計画及び経営収支一覧表シートの説明

実施時期と作業シ ムをプ ダウ上段は、年ごとの間伐量、収支計算を集計 実施時期と作業システムをプルダウ
ンメニューから選択すると自動計算

下段は、10年間の間伐計画箇所

の小班別に左は森林簿、右は収班別 森林簿、
支計算表を表示

右側に前提条件で示した販売単価、森林作業道作設単価、搬出単価の因子表
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収支等集計表シートの説明
各年、前期・後期、10年間

の間伐材の販売収入、間伐
に関する事業量及び事業費、
森林作業道作設費等を集計。

林業専用道作設の補助残、
間伐事業関係 収支を計算間伐事業関係の収支を計算。

補助等に係る単
価を入力することで、価を入力することで、
収支を黒字にする
ために必要な補助
等額の算出が可能。

ビジ地域の林業ビジョンを検討
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さらに、次の１０年間の間伐事業をイメージ 必要に応じて、林齢が上が
ることによる歩留まりの上

(参考)

上段は、年ごとの間伐量、収支計算を集計 次回の間伐時期を入
力すると自動計算

昇や森林作業道の補修単
価を修正

下段は 10年間の間伐計画箇所下段は、10年間の間伐計画箇所

の小班別に左は森林簿、右は収
支計算表を表示

次の１０年間の収支を収支等集計表シートで算出 8



図面の作成要領

資料２に示した計画の考え方、プレゼンテーションの前提条件及
び要素（例）を念頭に置き 傾斜区分図や資料６を参考にしながらび要素（例）を念頭に置き、傾斜区分図や資料６を参考にしながら、
Ａ０の図面に記入して作成する。

• 実線（赤色）で表示

林業専用道の路線配置

• 実線（赤色）で表示

• 路線名をＡ、Ｂ、Ｃ、・・・で表示

間伐年次を数字 表

間伐計画

• 間伐年次を数字で表示

• 間伐区域を点線（黒色）で囲む
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間伐 域を点線（黒 ） 囲

• 切り捨て間伐箇所は斜線（黒色）で図示



図面の作成イメージ

５
９

原木の安定供給など戦略
を持って間伐計画を検討

資料２の林業専用道計画、間伐
計画の前提条件を念頭に

①
②

５

８

傾斜区分図などを参考とし、縦
断勾配等に留意しつつ林業専
用道の線形を計画

同じ年に間伐する区域
①

１

４

６

用道 線形を計画

何年目に間伐す
るか数字を記入

③

２ ３

切り捨て間伐箇

林業専用道の計画路線

７

１０

切り捨て間伐箇
所は斜線で表示

県道

１０
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県道



２日目の現地踏査箇所について

既設林道現地踏査
２ 現地

踏査踏査１

既設林道終点

県道 県道
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既設林道終点


